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～バングラデシュ労働市場の動向および
バングラデシュ人材の強みについて～

2025年1月29日

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
皆さま、初めまして。株式会社Kaicomのディプトと申します。�本日は、バングラデシュ労働市場の動向およびバングラデシュ人材の強みについて、お話ししたいと思います。よろしくお願いいたします。
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自己紹介
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ザキール イブネ ディプト

ZAKIR IBNA DIPTO

（バングラデシュ人です！）

Kaicom DREAM STREET BD 所属

技能実習生・特定技能人材サポート
（通訳、書類翻訳、カウンセリングなど）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
バングラデシュ人です！
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バングラデシュと日本の人口ピラミッド比較
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バングラデシュの平均年齢は20代、若者が多い国！

10代人口：33,593,969人
20代人口：30,938,919人

10代人口：11,075,840人
20代人口：12,158,801人

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まず最初に見ていただきたいのが、バングラデシュの人口ピラミッドです。そのきれいさは、日本と比較を一目瞭然かと思います。御覧の通り、バングラデシュはきれいなピラミッドの形をしています。6000万人を超える

日本と比較し、10代の人口は約3倍、20代の人口は2.6倍と非常に多いです。

人口は2050年には約2億人に達し、日本の倍近くになると推定されています。

そして特筆すべき点は、2015年頃から約40年間の「人口ボーナス期」に入っており、2055年頃まで続くと見込まれています。（JICA）
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バングラデシュの労働人口の推移
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（データ引用元：バングラデシュ統計局、図表自社作成）

豊富な労働人口は増加が続き、ここ12年で1,635万人（約29％）増加。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に、15歳以上の就業者・失業者が対象となるバングラデシュの労働人口についてですが、若年層が多いため、必然的に労働人口も多く、2022年のデータでは労働人口は7305万人となっています。2016/2017年度から955万人（約15％）増加しており、この12年で見れば約29％増加となり、今後も人口同様に増加していくことが推定されています。






※就業人口は7,047万人、失業人口は258万人、失業率は3.5％。

女性の労働参加率は42.7%あり、2016/2017年度の36.3％から6.4%上昇し、女性の社会進出も進んでいる。（2022年 バングラデシュ統計局）
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バングラデシュ セクター別就業人口の割合
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農業：45.33%（約3,200万人）
⇒米農家、ジュート農家、お茶農家など

製造業：17.02%（約1,240万人）
⇒繊維・衣類産業など

サービス業：37.65%（約2,673万人）
⇒IT産業、建設業など

（データ引用元：2022年 バングラデシュ統計局、図表自社作成）

農業
45.33%

製造業 17.02%

サービス業
37.65%

 身体を使う仕事に従事する労働者が多い！

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に、バングラデシュの労働市場において、産業セクター別の就業人口の割合を見てみましょう。2022年のデータですが、

実に労働人口の45.3％（2022年）が農業に従事しており、米、ジュート、茶、魚介類などが主要生産物となっています。

次に、繊維・衣料産業は バングラデシュの経済を支える主要産業で、輸出の86.5%（2023年度）を占めています。

また、サービス業については、近年はIT産業が大きく成長中で、特に若年層の雇用を生んでます。同時に都市化とインフラ開発の需要により建設業も拡大しています。

農業、製造業、IT、建設業、いずれも日本では人手が不足している市場ですが、その不足分を少しでもカバーできる人材がバングラデシュには揃っています。

体を使う人が多い
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バングラデシュ労働市場の主課題
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海外に仕事を求める若者が増加

国内の就職先が足りていない！

人口に対して
仕事が少ない

正規雇用が
約15％に留まる

若年層の失業率が約16％
（過去30年間で最悪）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
一方で、当然課題もあります。それは、国内の就職先が足りてないないということです。

毎年増加していく卒業生や若者に対して、十分な雇用機会がバングラデシュにはありません。

その結果、若者は安定した職につけず、自ずと若年失業率も高くなってしまいます。若年失業率が16%と全体の失業率3.5％と比べても非常に高く、過去30年で最悪の水準となっております。

さらに、低賃金の非正規労働となる不完全雇用も多く存在しており、2022年のバングラデシュ統計局の調べでは、実に約85%の労働者が、正式な契約や社会保障が伴わない仕事についており、安定した仕事につけていない方が非常に多いことを表しています。


その結果、安定した生活を送るため、家族を養うため、海外に仕事を求める若者が増加している現状があります。


※平均月収は都市部で58,500円、農村部で33,400円。・管理職クラスの人材が不足。
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バングラデシュの海外派遣労働者総数と郷里送金額
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バングラデシュの海外派遣労働者総数 バングラデシュへの郷里送金額

（引用：Bureau of Manpower, Employment and Training）

海外派遣労働者数、郷里送金額、ともに増加傾向。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
では、バングラデシュから実際に海外に渡航した労働者数と、海外で働くバングラデシュ人の母国への送金額のデータを見ていきましょう。

左側が、バングラデシュから新たに海外に仕事をするために渡航した労働者のグラフですが、コロナかを明けたタイミングで急増し、2023年は130万人、2024年も100万人を超えています。

次に右側の郷里送金額に関するグラフですが、2023年の郷里送金額は実に219億ドル（約3兆4169億円）で、同年の輸出額が555億5,877万ドルであることを考えると、輸出額の約39％に相当する外貨を郷里送金を通じて獲得していることになります。（GDPの重要な構成要素（5％））。

縫製品輸出と並ぶ同国の経済を支える柱であり、バングラデシュも貴重な財源として海外への送出しに積極的です。それと同時に、多くの家庭がこれに依存して生活しています。

そのため、
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バングラデシュの国別海外労働派遣者総数（2004年～2024年）

サウジアラビア, 
3,885,375, 31%

UAE, 2,157,832, 
17%クウェート, 338,394, 3%

オマーン, 1,653,343, 
13%

カタール, 810,151, 7%

バーレーン, 313,610, 
3%

レバノン, 267,364, 2%
ヨルダン, 214,953, 2%

リビア, 70,946, 1%

スーダン, 11,325, 0%

マレーシア, 1,201,215, 
10%

シンガポール, 829,892, 
7%

韓国, 35,824, 0%

イギリス, 21,410, 0%

イタリア, 80,599, 1%

日本, 3,610, 0% エジプト, 23,103, 0%
ブルネイ, 64,709, 1%

モーリシャス, 
76,920, 1%

イラク, 75,909, 1%
その他, 244,719, 2%

（データ引用元：Bureau of Manpower, Employment and Training, 図表自社作成）

 試験や資格が不要な中東諸国への
労働者が圧倒的に多い

 日本は全体の0.03%で、
国別では20番目

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
では、どういった国々に仕事をしに渡航しているのか、見てみましょう。
こちら、2004年から2024年のデータになりますが、日本は全体のわずか0.03％で、国別では20番目の多さとなっています。一方で、サウジアラビアやUAEなどの中東諸国が非常に多いですが、これは言語や専門能力の試験ですとか、資格が必要なく行けるため、最も行きやすいという点で多いという現状があります。

しかし、近年、日本も増えています。
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在留バングラデシュ人のデータ①
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（データ引用元：総務省統計局、図表自社作成）
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在留バングラデシュ人総数

（データ引用元：Bureau of Manpower, Employment and Training, 図表自社作成）

・技能実習制度 二国間取決め締結日：2018年1月29日 特定技能制度 二国間取決め締結日：2019年8月27日

・新規労働派遣者数の大幅増加に伴って
在留バングラデシュ人も増加し、2024年6月末時点で過去最高の31,535人。
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日本への新規労働派遣者数

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
こちらの左側のグラフをご覧ください。

日本への新規労働派遣者数は2022年に一気に増え508人、2024年は1088人となっております。これは技能実習制度と特定技能制度の二国間取決めが2018年と2019年に行われ、コロナ禍を明けたタイミングで、これらの制度で来日した新規労働者の影響で一気に増加した形です。それに伴い、在留バングラデシュ人の総数もそれまで緩やかな増加傾向にあったものが一気に上昇し、昨年の6月末時点では初めて3万人を超えました。
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在留バングラデシュ人のデータ②
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2018年12月 2019年12月 2020年12月 2021年12月 2022年12月 2023年12月 2024年6月
技能実習1号イ 4 4 0 0 0 1 3
技能実習1号ロ 50 88 84 1 334 795 801
技能実習2号イ 0 0 1 1 0 0 0
技能実習2号ロ 55 72 114 158 76 294 556
技能実習3号イ 0 0 0 0 0 0 0
技能実習3号ロ 1 2 12 18 41 57 50
技能実習生合計 110 166 211 178 451 1,147 1,410
特定技能1号 - 2 7 37 140 285 359
特定技能2号 - 0 0 0 0 0 0
特定技能合計 - 2 7 37 140 285 359

・2024年6月までの2年半で、技能実習生は約8倍、特定技能人材は約10倍。

・技能実習生の主な受入れ職種は農業、建設、繊維・衣服製造、機械・金属製造。

（データ引用元：総務省統計局、図表自社作成）

技能実習・特定技能人材 バングラデシュ人の割合の推移（2018年12月から2024年6月）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
では、どれほど技能実習生と特定技能人材が増えたのか、推移を見てみましょう。

コロナ禍以降、技能実習生・特定技能人材ともに大幅に増加しており、2024年6月までの2年半で、技能実習生は約8倍、特定技能人材は約10倍と大幅に増加しております。

・バングラデシュ人技能実習生の主な受入れ職種は農業、建設、繊維・衣服製造、機械・金属製造となっており、自国での仕事経験を生かして日本で活躍する人材が増えております。

・ちなみに、認定送出機関の数は2025年1月2日時点で「89」となっております。
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在留バングラデシュ人のデータ③

引用：国際人材協力機構（JITCO）

分野別 特定技能1号在留外国人数（2023年12月末時点）

・バングラデシュでは介護、農業、建設の試験が実施されている。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
一方、バングラデシュ人の特定技能の分野別割合ですが、赤字の部分ですね、外食業と建設が多く、この二つで全体の50％以上を占めています。それに介護や農業が続く形となっております。

ちなみに、現在、バングラデシュでは介護、農業、建設の試験が実施されています。��3つのみの実施でもこの数字です。今後、新たに試験が増えることで特定技能人材がさらに増えることも想定されます。
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～バングラデシュ人材の強みについて～

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
そんなバングラデシュ人材がどんなに強みを持っているのか、それについてお話いたします。
では、次に、今回のプレゼンのもう一つのテーマであります、バングラデシュ人材の強みについて述べていきたいと思います。
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バングラデシュ人材の強み

親日感情

人間関係を大切にする国民性

語学力

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
バングラデシュ人材の強みはなんといっても、この3つです。
この親日感情、語学力、勤勉さ、そして人間関係を大事にする国民性です。

ひとつひとつ、説明していきたいと思います。
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バングラデシュ人材の強み① ～親日感情～

世界一といわれるほどの親日国

日本はバングラデシュの独立を先進国の中で最初に承認

日本は最大の援助国のひとつとして、発展に大きく貢献（例：ダッカメトロ、ダッカ空港第3ターミナル）

日本製の自動車や家電は人気が高く、普段の生活においても身近な存在

近年はバングラデシュに進出する日本企業が増加（2023年5月時点で338社、2008年の70社から15年で4.8倍）

歴史的背景＋経済的関係＋人材交流etc＝親日感情 ⇒    来日 ⇒  日本での仕事・生活に適応するために努力

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まず、先程アンジャンの説明でもありましたが、バングラデシュ人材を語るうえで知っていただきたいのが、バングラデシュは親日国と言われており、ほとんどの国民が日本に対して好意的に思っていることです。

その背景には、1971年のバングラデシュの独立時、日本が先進国の中で最初にその独立を承認したことに始まり、独立後から現在に至るまで、ODAを通じて日本は最大の援助国の一つとして発展に大きく貢献していることがあります。

例えば、近年でも国家プロジェクトでしたダッカメトロやダッカ空港第3ターミナルの建設は日本の多大なる支援のもと行われたものであり、もちろん国民もそのことを理解しています。

さらに、バングラデシュといえば車の渋滞ですが、車のシェア数を圧倒的に占めているのがトヨタを中心とした日本のメーカーです。加えて、日本製の家電も人気が高く、「日本」という国は普段の生活においても身近な存在なのです。

それに加えて、近年は多くの日本企業がバングラデシュに進出し、一方で先ほども説明した通り、日本に行く労働者や留学生の数が増加していることから、人的交流も盛んになっています。

このように、歴史的背景、経済的関係、人的交流が組み合わさってることで、国民全体が親日感情を持ち、ただ好きなだけではなく、日本に対する感謝・尊敬・憧れの気持ちから、「日本に行きたい」という夢を持ち、実際に日本へ行くことを選ぶ若者が増えています。��こうした親日感情から、日本での新たな職場環境・生活環境にもなじもうと積極的に努力する姿が見られます。

テロの時
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バングラデシュ人材の強み② ～語学力～

 バングラデシュでは小学1年生から英語が必修科目。

 ベンガル語の会話内でも英単語を使うことが比較的多い。

 TOEIC受験者の平均スコアは、2014年に895点で世界一。

⇒英語でコミュニケーションができる利点に加えて、外国語への適応力が高い。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に、バングラデシュ人材は英語力も高い点が強みと言えるでしょう。

バングラデシュでは小学1年生から英語が必修科目であり、学校に通った人であれば、みんな一定レベルの英語は使うことができます。

さらに、多くの大学では英語で授業が行われたり、ベンガル語の会話では英単語を頻繁に使うことが多いことも、英語力の高さにつながっているといえるでしょう。

母国語はベンガル語です。

その結果、TOEIC受験者の平均スコアは2014年に895点で世界一になった実績もあります。

また、バングラデシュ人は小さい頃からヒンディー語に触れる機会も多いため、外国語への適応力が高く、日本語の習得の速さにもつながります、そして日本語が通じなかった場合は英語でやり取りができる点も含めて、語学力は強みの一つであるといえます。

このようにバングラ人は別の言語を学ぶことに抵抗がなく、その勉強の仕方を知っています。
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バングラデシュ人材の強み② ～語学力～

日本語学習者が大幅増加！

（データ引用元：JLPTウェブサイト、図表自社作成）

バングラデシュにおける日本語能力試験（JLPT）の受験者数の推移
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
それは日本語にも合わられていて、
JLPTの受験者数は毎年増加傾向にある中、近年、大幅に増加しています。
特に、近年のN5受験者数の多さは新たに日本語を学ぶ人が増えていることを表しているでしょう。
2022年12月のN5受験者数は前回試験の約2倍、2023年12月にも前回試験の約1.8倍と大幅に増加しています。

それに伴って合計受験者数も毎年増え続け、直近の試験では初めて1万人を超えました。
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バングラデシュ人材の強み② ～語学力～

国名 受験者数
ミャンマー 5,879
ベトナム 4,091
バングラデシュ 3,470
中国 2,768
スリランカ 2,086
インドネシア 2,054
ネパール 1,455
インド 791
タイ 173
モンゴル 165
フィリピン 63
ウズベキスタン 61
カンボジア 46
キルギス 42
ブータン 2
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日本語NAT-TEST 国別受験者数
（2024年12月試験）

（データ引用元：日本語NAT-TESTウェブサイト、図表自社作成）

2024年12月試験の受験者数はアジア3番目の多さ。
（2025年からは毎月試験実施予定）

⇒企業の面接時にはN4～N5を既に取得済みの人材が集まる！

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ちなみに、JLPTより試験実施頻度の高いNATテストの受験者数も多くなっています。

表の通り、2024年12月試験の受験者数は3,470人でミャンマー・ベトナムに次ぐ多さとなっており、2024年は年6回だった試験回数が、2025年は毎月実施予定となっております。

このように日本語学習者が多くそろっていることから、面接時、N５相当

ちなみに、JLPT・NAT-TESTいずれにおいても、受験を希望しながら定員に達してしまい試験を受けれなかったケースがよく発生しており、今後は新たにJPT試験も毎月開催されるなど、今後日本語教育はさらに活性化していくでしょう。
�そして、これだけ日本語学習者が増えることが何を意味するかと言いますと、日本語学校の数も増え続けており、各学校、生徒を得るために質の高い日本語教育を提供しようと競争が生まれるようになります。

その結果、日本語学習者と日本語学校の双方が増え、質の高い日本語の習得につながるという好循環が生まれており、実際に現在バングラデシュ人材を扱う企業の方々からも「バングラ人材は日本語が上手」という声もいただいております。
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バングラデシュ人材の強み③ ～人間関係を大切にする国民性～

家族や地域社会とのつながりを非常に重視する文化が根付いており、職場での良好な人間関係の構築にも影響！

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に、バングラデシュ人を語る上で外せないのが、人間関係を大事にする国民性です。一度バングラデシュに行かれた方はご存じかもしれませんが、とにかくフレンドリーで、人懐っこく、困っている人がいようものなら、お節介なぐらいに助けようとするのがバングラデシュ人です。

家族を大事にするのはもちろんのこと、親戚同士の交流も日常茶飯事で、毎週のように食事会が開催されます。もちろん、職場での人間関係も例外にはならず、職場の人間のことも自分の家族のように大事に思い、良好な人間関係を築くことを好みます。

バングラに娯楽がない、こみゅが娯楽
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バングラデシュ人材の強み③ ～人間関係を大切にする国民性～

「バングラデシュで日本語の勉強を頑張っていた当時を思い出すと、
 今日本で仕事を頑張りながら生活できていることが、まるで夢の中にいるようで、本当に幸せ」

「仕事が大変でも、家族のために稼げることが非常にうれしい」

「病気の家族のために、できる限りの治療費を送ることを目標に仕事を頑張っている」

（弊社作成のバングラデシュ人材カウンセリングリポートから抜粋）

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
最後に強みとしてもう一つあげたいことが、仕事に一生懸命に励む勤勉さです。

私自身、毎月バングラデシュ人人材のカウンセリングを行っておりますが、そのカウンセリングでの彼らの生の言葉を一部抜粋しました。

先ほども述べたように、バングラデシュ人は家族を大事にする文化が根付いており、家族を養うために来日する若者も多いです。すなわち、自分一人ではなく、家族全員の生活がかかっていることも、まじめに仕事に取り組む姿勢にもつながっています。
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バングラデシュ人材の強み③ ～人間関係を大切にする国民性～

（引用：法務省ウェブサイト）

国別 技能実習生数に対する失踪者数の割合

失踪は大事な人間関係を壊す行為

⇒技能実習生数に対する失踪者数の割合は、
2年連続で全体およびベトナム、中国などを
下回っている。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
そして、その人間関係を大事にする姿勢は、失踪率の低さにも表れています。バングラデシュの技能実習生数に対する失踪者数の割合は2年連続でベトナム、ミャンマー、中国、カンボジア、および全体の割合を下回っていますが、

失踪するということは、そうした人間関係を壊すだけでなく、送り出した国の企業、日本の受け入れ先、母国にいる家族、全方面に迷惑にかけることになり、バングラデシュで培ってきた人間関係を大事にする文化とはまさに真逆の考えと言えます。
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バングラデシュ人材の強み③ ～人間関係を大切にする国民性～

（引用：法務省ウェブサイト）

特定技能においても、失踪者の割合は低い。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に、特定技能人材の失踪者数に関するデータですが、令和5年の失踪特定技能の総数が348人で、バングラデシュ人の数は記載されていません。スリランカが4人、その他が5人となっていますが、仮に「その他」に含まれていたとしても、その数は低いことになります。
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バングラデシュ人材の強み③ ～人間関係を大切にする国民性～

弊社が日本への送出しをサポートした
技能実習生・特定技能人材計28名のうち、失踪者・退職者はゼロ。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ちなみに、2023年9月以降に弊社が日本への送出しをサポートした技能実習生・特定技能人材計28名のうち、失踪者ゼロはもちろんのこと、退職者の数もゼロとなっております。これは、日本における就職後３年以内の離職率が、新規高卒就職者が38.4％、新規大学卒就職者が34.9％ であることを考えても、定着率が高いことを表しているといえるでしょう。

（参考：日本における就職後３年以内の離職率
　新規高卒就職者 38.4％、新規大学卒就職者 34.9％ - 2024年 厚生労働省）


国内では安定した仕事・収入が得られなかったことから、日本で仕事することを選び、その日本では、一度築いた人間関係のもと、落ち着いた環境で安定した立場・収入を得ることを好むバングラデシュ人が多い傾向にあります。
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参考情報①

在バングラデシュ日系企業の製造業・作業員の2023年の平均月給は114ドル（約17,800円）と他国と比べても低水準。

（引用：ジェトロの日系企業実態調査）

海外進出日系企業 製造業・作業員の基本月給（平均値）の比較

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に、バングラデシュに進出している日系企業の製造業・作業員の2023年の平均月給のデータを載せましたが、114ドル（約17,800円）と他国と比べても低水準です。

・母国での賃金が安いことから、他国の人材に比べて日本の給料に対する満足度が高く、コストパフォーマンス力を発揮して高いモチベーションを維持しながら仕事に励んでくれます。
�ちなみに、バングラデシュ統計局の調べでは、2022年の1世帯あたりの平均月収は32,422タカ（約41,620円、1タカ＝1.28タカ）（2022年 バングラデシュ統計局）となっており、例えば月に5万円貯金して母国に送金するだけでも、家族全員が平均を上回る生活ができるので、日本での給与に対する不満もなく、仕事に熱心に励んでくれます。
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参考情報②

繊維労働者の最低賃金は12,500タカ（約16,046円、1タカ＝1.28円）

 1世帯あたりの平均月収は32,422タカ（約41,620円、1タカ＝1.28タカ – 2022年バングラ統計局）

⇒日本の給与水準に魅力を感じ、求人に対して多くの募集が集まる。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に、バングラデシュに進出している日系企業の製造業・作業員の2023年の平均月給のデータを載せましたが、114ドル（約17,800円）と他国と比べても低水準です。

・母国での賃金が安いことから、他国の人材に比べて日本の給料に対する満足度が高く、コストパフォーマンス力を発揮して高いモチベーションを維持しながら仕事に励んでくれます。
�ちなみに、バングラデシュ統計局の調べでは、2022年の1世帯あたりの平均月収は32,422タカ（約41,620円、1タカ＝1.28タカ）（2022年 バングラデシュ統計局）となっており、例えば月に5万円貯金して母国に送金するだけでも、家族全員が平均を上回る生活ができるので、日本での給与に対する不満もなく、仕事に熱心に励んでくれます。
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まとめ

 バングラデシュは…

    若い人材が労働市場にあふれている国！

 バングラデシュ人は…

    親日感情と語学力を活かして
職場でも良好な人間関係を築き、
一生懸命仕事に取り組める人材！

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
最後のまとめとして皆様にお伝えしたいのは、バングラデシュ人は、「親日感情と語学力を生かして職場でも良好な人間関係を築き、勤勉に仕事に取り組める人材！」ということです。

前半でも述べたように、現在、バングラデシュには若くてエネルギッシュな、労働力のある人材が多く存在しており、日本に来て仕事をし、活躍する人材が増えています。

しかし、まだまだ増える余地は十分にありますし、今後その数をさらに増やし、一人でも多くのバングラデシュ人、そして一つでも多くの日本の企業、双方が喜べる環境を作ることが私たちの目標でもあります。

そのためのサポートを私たちもしてまいりたいと思いますので、皆さま、今後ともバングラデシュ人材をよろしくお願いいたします。
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ご清聴ありがとうございました

Thank you very much
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ご清聴いただき、ありがとうございました。
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